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マン ショ ン 防災

東京都で は、 約 9 0 0 万人の都民がマ ン シ ョ ン 等の共同住宅に住んで いま す。 耐

震基準を 満た し た マ ン シ ョ ン 等は、 被害が軽微で あれば在宅避難が可能と な り

ま す。 在宅避難を 継続する た めには、 各家庭と マ ン シ ョ ン 全体で の備え が必要

で す。 ま た、 マ ン シ ョ ン 等居住者以外の住民と の相互連携によ る「 共助」 も 欠

かせま せん。 ま ずマ ン シ ョ ン の強みと 弱みを 知っ て おき ま し ょ う 。

マ ン シ ョ ン の強み

マ ン シ ョ ン の弱み

大地震や停電な ど で エ レ ベータ ーが階の途中

で 止ま っ て し ま う と 、 閉じ 込めにつな がる と

と も に、高層階の居住者や高齢者、車椅子の方

が外出先から 自室に戻れな いこ と も あり ま す。

ま た 復旧に時間がかかる 場合、 １ 階と の行き

来にも 支障が生じ る こ と も あり ま す。

エ レ ベータ ーが使え なく な る

高層マ ン シ ョ ン では揺れの周期が長い長

周期地震動が発生する と 、 ゆっ く り と し

た大き な揺れが生じ 、 家具の転倒な ど の

原因と なる こ と も 想定さ れま す。

長周期地震動

耐震基準を 満た し た マ ン シ ョ ン

は、 大き な 揺れで 建物に 亀裂や

破損が生じ る こ と はあ り ま すが、

旧耐震の建物と 比べれば倒壊す

る 可能性は低く 、 在宅避難がで

き る 可能性が高く な り ま す。

耐震性の高い構造

停電で ポン プ が動かな く な る と 、 断水

につな がり ま す。ま た、 共用部の照明や

火災報知器な ど の安全確保に 必要な 設

備も 止ま る 可能性がある ので 注意が必

要にな り ま す。

停電で 断水や

共用設備が使え な く な る

地震に よ っ て 排水管が壊れて いる 可能

性があ り ま す。も し 上の階の居住者が

排水管が壊れて いる のに 気付かずにト

イ レ を 使用する と 、 下の階で 汚水があ

ふれ出て 、 異臭等大き な 迷惑を かけ る

こ と に な り ま す。管理者等から 流し て

よ いと いわれる ま で ト イ レ の使用はや

めま し ょ う 。

ト イ レ が使え な く な る
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4 8 ページ

消火（ 消火器・ 消火栓）

一戸で も 火災やガ ス 漏れが発生す る

と 、 マ ン シ ョ ン 全体で 住めな く な る

可能性も あ り ま す。 火災が起こ っ た

と き に 備え 、 日頃から 消火器や消火

栓の位置を 確認し て おき ま し ょ う 。

地震が発生し たと き に備え 、日頃から 準備し て おく こ と が重要で す。

地震が起こ っ たら （ 日頃から の備え ） 　

災害が発生し た ら 、「 非常時は、 こ こ を

破っ て 隣戸に避難で き ま す」 と いう 表示

がある 側の境壁を 蹴る 、 ま たは硬い物を

強く 打ち 付けて 破壊し 、 通り 抜けま し ょ

う 。蹴破り 戸の前に物を 置かな いこ と 。

蹴破り 戸

備蓄のポイ ン ト は「 普段使っ て いる 物を 常に少し 多めに備え る こ と （ 日常備

蓄）」で す。必要な 備蓄品目・ 数量は家族構成や年代な ど によ り 異な り ま す。東

京備蓄ナビ で ご 家庭に合っ た備蓄を 確認し 、準備し て おき ま し ょ う 。

「 日常備蓄」で 備え よ う

マン ショ ン から の避難はし ご は、ベ

ラ ン ダ の床にあ る 避難ハッ チ から

の緊急の脱出経路と し て 設置さ れ

て いま す。同じ フ ロ ア のど の位置に

ある かよ く 事前に確認を 。

避難はし ご

家庭内の安全確保、 家具の固定

地震が発生し た と き に 安全を 確保する た め家具の

固定を 行いま し ょ う 。L 型金具等を 取り 付ける と よ

り 安全で す。壁が傷付けら れな い賃貸住宅や、 LGS

（ 軽量鉄骨）下地の壁な ど で は、 ポール型器具（ 突っ

張り 棒）等も 活用し ま し ょ う 。

3 6 、 3 7 ページ

避難路の確保、非常用階段の確認

避難時に階を 移動する と き には、 エ レ ベータ ーには

乗ら ず、非常階段を 利用し ま す。エ レ ベータ ーが動い

ていても 、 地震感知セン サーの働き や故障・ 停電な

ど で 緊急停止し 、 閉じ 込め被害にあう 可能性がある

ためです。避難階段の場所を 確認し ておき ま し ょ う 。

備蓄

マ ン シ ョ ン で は大地震や停電な ど で エ レ ベータ ーが停止し 、 １ 階と の行き 来

が難し い 状況にな る こ と が想定さ れま す。そ のた め、 各住戸で １ 週間分の水、

食料品、生活必需品と いっ た 在宅避難のた めの備蓄を 推奨し て いま す。

□ 携帯ト イ レ

□ ヘッ ド ラ イ ト

□ ヘルメ ッ ト

（ 折り たたみ式が便利）

□ レ イ ン コ ート

□ 防災用ホイ ッ スル

□ タ オル

□ 水（ 5 0 0 m l  を １ ～２ 本）

□ マスク

□ ゼリ ー飲料等

□ 応急手当用品

□ モバイ ルバッ テ リ ー

（ 乾電池式・

ソ ーラ ー充電式）

□ 給水袋

□ 乾電池

□ 皮・ ゴ ム手袋

非常用持ち 出し 袋の中身は、そ れぞれ自分にと っ

て 必要な 物を 考え 、準備する こ と が重要で す。

非常用持ち 出し 袋

4 0 ページ
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エ レ ベータ ー・ ラ イ フ ラ イ ン が止ま っ たと き の対応

災害発生時に 停電が起こ っ た 際に は、

家電製品のプ ラ グ を 抜い て 、 ブ レ ー

カ ーを 落と し ま し ょ う 。

※電源が入っ たま ま だと 、 通電し た際に、 火災

等の原因になっ て し ま う こ と があり ま す 。感震

ブ レ ーカ ーの設置も 検討し ま し ょ う 。

強い揺れやガス 漏れを 検知する と 、マ

イ コ ン メ ー タ ー で 自動的に ガ ス が止

ま り ま す。マ イ コ ン メ ータ ーは、 玄関

脇の共用部廊下のメ ー タ ー 扉内な ど

に設置さ れて いま す。

停電、 ガス 停止への対応

災害が起き たと き 、上の階の

居住者が排水管の損傷に 気

付かずに ト イ レ を 使用す る

と 、下の階で 汚水があふれ出

て し ま いま す。確認がで き る

ま で はト イ レ の使用を やめ

ま し ょ う 。災害への備蓄と し

て 、 携帯ト イ レ 、 簡易ト イ レ

の準備を 忘れな いよ う に。

携帯ト イ レ 等の準備

8 2 、 8 8 ページ

4 2 ページ

国土交通省で は平成 2 4（ 2 0 1 2 ）年８ 月よ

り 、 安全装置が設置済みのエ レ ベー タ ー

かど う か一般利用者が容易にわかる よ う

に、 エ レ ベ ータ ー内の見やす い場所に 表

示する 任意の制度運用を 開始し て い ま す。

自分のマ ン シ ョ ン のエ レ ベ ータ ーを 確認

し て お き ま し ょ う 。こ の装置が付け ら れ

た エ レ ベー タ ーは地震を 感知す る と すぐ

近く の階に 止ま っ て 扉が開き ま す。こ の

装置が付い て い な かっ た 場合は、 すぐ エ

レ ベ ータ ー を 止める た めに、 全て の停止

階ボタ ン を 押すよ う にし ま し ょ う 。

エ レ ベータ ーの安全対策

エ レ ベ ータ ーで 長時間閉じ 込めら れた 場

合を 想定し て 、 防災キャ ビ ネ ッ ト を 設置

し 、 飲料水、 食料品、 携帯ト イ レ な ど を 備

蓄し ま し ょ う 。

防災キャ ビ ネッ ト を 設置

マ ン シ ョ ン で は、断水が長期化する と 、飲

料水や生活用水の確保が困難に な り 、 在

宅避難が難し く な り ま す。そのた め、 地下

の受水槽や屋上の高架水槽など、 それぞれ

のマ ン シ ョ ン に お いて 、 水を 確保する 方

法を 考え て おき ま し ょ う 。

出典： 一般社団法人建築性能基準推進協会 http s: //w ww . se ino kyo . jp /evs/sm /

マ ン シ ョ ン で の水の確保
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マ ン シ ョ ン に は多く の人が居住し て い ま す 。困っ た こ と があ れば相談し た り 、

助け合っ たり すれば大き な 力にな り ま す。

共助のすすめ

防災力向上のために

日頃から あいさ つを 交わし た り 、 イ

ベン ト や共同作業に参加し た り し て 、

顔の見え る 関係づく り を し て いる と 、

いざ と いう と き に強い力にな り ま す。

高齢者、身体が不自由な人、乳幼児な

ど を あら かじ め把握し て おく と 、 災

害発生時の安否確認や生活支援が円

滑にでき ま す。

日頃から 顔の見える 付き 合いを

マン ショ ン では、 管理組合等で防災マニュ

アルを 作成し 、携帯ト イ レ 等の備蓄がある

か確認し て おき ま し ょ う （ １ 週間分以上）。

ま た、 防災倉庫は各階ま たは数階ご と に設

置する と よ いでし ょ う 。

マン ショ ン 全体での備蓄

災害時には、情報収集、救護、物資の調達、安全確保な ど の様々な 対応が必要で す。

みんな で 役割分担を し て 組織づく り を し て おく と 役立ち ま す。

防災組織の結成

組織図（ 例）

情報班

救護班

物資班

安全班

防災対策

本部

全体統括・

企画・ 地域

と の連携

情報収集・ 発信・ 安否確認など

救出救助、負傷者搬送など

備蓄物資の確保、炊き 出し など

建物・ 設備点検、防火など

いざ 災害が起こ っ た と き に 、 そ れぞれの人がど のよ う な 行動を 取ればよ いか 、

事前に決めて おく こ と が重要で す。その内容を マ ニュ ア ルにま と めて、 全ての

居住者で 共有し ま し ょ う 。マン シ ョ ン の規模、構造、立地な ど 、自分たち のマン

ショ ン の実態に合わせて検討し まし ょ う 。

大規模マ ン シ ョ ン    ： 防災セン タ ーや防災設備など も あり 、 管理人が常駐であ

る こ と も 多い。ブ ロ ッ ク 等の活動単位を 設定し ま し ょ う 。

中小規模マ ン シ ョ ン ： 防災セン タ ー、防災設備な ど がな く 、管理人等も 休日夜

間は不在で ある こ と が多い。居住者そ れぞれの役割分

担を 明確にし ま し ょ う 。

賃貸マ ン シ ョ ン      ： 管理会社等を中心に連絡体制等の構築を検討し まし ょ う 。

防災マ ニ ュ ア ル

消火器、発電機、リ ヤカ ー、ジャ ッ キ、のこ

ぎり 、おの、つる はし 、救出ロ ープな ど

包帯、三角巾、消毒薬、ガーゼな ど

予備電池も 準備

水、 食料、 携帯ト イ レ 、 懐中電灯、 ラ ジオ、

防寒具など

□ 救出用セッ ト

□ 救急用セッ ト

□ 懐中電灯

□ エレ ベータ ー用

　  キャ ビ ネッ ト

こ んな 資器材を 用意し ておき まし ょ う !

0 7 3  0 7 2  
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居住者名簿

大地震発生時に、 特に助けが必要な 人等を 把握し て おき ま

し ょ う 。居住者名簿を 作成で き な い場合は、 管理人等と 連

携し て 、要配慮者を 把握し て おき ま し ょ う 。

東京都では、災害の際、停電が発生し たと き でも

エ レ ベータ ーや給水ポン プ な ど が動かせる よ う

に非常用電源を 備え て いた り 、 防災マ ニ ュ ア ル

の策定や備蓄の実施な ど の防災対策が講じ ら れ

て いる な ど 生活が継続し やすい分譲・ 賃貸マ ン

ショ ン の情報を 登録、公表し ていま す。

東京と ど ま る マ ン ショ ン

賃貸住宅な ど 管理組合や防災組織がない場合で も 、 災害応急対応は居住者自身が行

わなければなり ま せん。組織化はすぐ には無理でも 、管理会社を 中心に連絡体制を 構

築する こ と に加え、日頃から のあいさ つ等を 通じ て、居住者同士が顔見知り になる こ

と が災害応急対応の面から も 重要です。

賃貸住宅な ど 防災組織の結成が難し い場合には

共用ス ペース の活用

防災対策本部の設置場所、 エ レ ベータ ー停止時

の居住者の滞留場所、 備蓄品の仮置き 場所、 屋

外で あ れば災害ゴ ミ の集積場所と し て 多目的

に 活 用で き ま す。周 辺の 避難 所が い っ ぱい に

な っ て い る と き な ど はルールを 定めた う え で 、

地域に開放する こ と も 検討し ま し ょ う 。

マ ン シ ョ ン 全体で 防災意識を 高め

る 初 期 消 火 訓 練 や 応 急 救 護 訓 練、

高層階から の救出・ 救助訓練、 避

難訓練のほか、 受水槽や自家発電

機な ど 普段見る 機会の少な い設備

を 見学し た り 、 地震発生時の使い

方の説明な ど も 有効で す。

マ ン シ ョ ン の防災訓練

よ り 防災力を 高める には、 地域と の連携が欠か

せま せん。日頃から 地域の行事（ イ ベン ト 、防災

訓練）に参加する な ど 交流を 深めま し ょ う 。

地域と の連携が欠かせない

ト ド ま る く ん

地域と の連携を 進める た めには、 町会・ 自治会

に 加入す る こ と や自治会を 組織化し て 地域と

つな がる こ と も 方法のひと つで す。町会・ 自治

会の活動に 参加する こ と は交流に と ど ま ら ず 、

災害が発生し た と き の助け 合い や日頃の防犯

な ど にも つな がり ま す。

大規模な マ ン シ ョ ン で は、 自治会の組織化を 検

討し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の形成を 進める こ と な ど も 、

災害への備え には有効で す。単独で 自治会等を

作る こ と が難し い 中小規模のマ ン シ ョ ン や賃

貸住宅にお住ま いの方は、 周辺の町会・ 自治会

に参加する こ と も 検討し て みま し ょ う 。
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